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〔学
　
会〕
三月二十日
　
創価大学『日本語日本文学』第二十七号
　
発
行
六月三十日
　
日本語日本文学会
　
平成二十九年度年次大会
　
十四時五十分～
　
中央教育棟ＡＣ五三二教室
十月二十日
　
日本語 文学会（ 生の部）十三時〇五分～
　
中央教育棟ＡＥ五五五教室
〔会
　
員〕
　
◇蓮沼昭子教授◇三月二十日
　
論文「 『カモシレナイ』と『ヨウダ・ミタイ
ダ』の婉曲用法―認識的モダリティの類型的相違がもたらす振る舞いの対照性―」 『日本語日本文学』第二十七号
　
創価大学日本語日本文学会
三月二十六日
　
論文「 『カモシレナイ』と『ヨウダ』の前
置き用法―『国会会議録』の用例の観察を通して―」 『日本語教育連絡会議（２０１６）論文集』
Vol. 
29編集局カー
ロリ・ガーシュパール・カルビン派大学（ハンガリー）
八月二十六日～二十七日
　
第三十回日本語教育連絡会議に
出席。於オルデンブルグ市民大学（ドイツ）
八月二十六日
　
研究発表「譲歩のレトリックの言語的指標
とその機能」第三十回日本語教育連絡会議
八月三十日～九月二日
　
第十五回ヨーロッパ日本研究協会
（ＥＡＪＳ）国際会議に出席。於リスボン新大学（ポルトガル）
十月二十五日
　
論文「順接と逆接の境界―日本語学習者は
逆接条件の『テモ』になぜ順接条件形式を使用するのか―」江田すみれ・堀恵子（編） 『習ったはずなのに使えない文法』くろしお出版
一月～十二月
　
日本語教育学会
　
審査・運営協力員継続の
委嘱（七月より任期二年）を受け、学会誌 日本語教育』への投稿論文の査読、および学会・国際大 での研究発表応募要旨の審査を担当
◇金子弘教授◇四月二十二日
　
講演「メアリー・シェリー『フランケン
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シュタイン』を読む」 （ 《文学と宗教》研究会・創価大学）
十月一日
　「 〔書評〕常盤智子『英学会話書の研究』 」 （ 『日
本語の研究』第十三巻四号、日本語学会）
◇山岡政紀教授◇一月二十日
　『
세컨드스텝
 증보판
』 〔＝日本語２ｎｄス
テップ
[ 増補版
] ・韓国版〕時事日本語社
 
三月一日
　
口頭発表「日本語配慮表現における慣習化と語
彙リストについて」 （第八回日本語コミュニケーション研究会、筑波大学）
三月二十日
　「配慮表現の慣習化をめぐる一考察―メタ
ファーとのアナロジーをもとに―」 『日本語日本文学第二十七号、創価大学日本語日本文学会
三月二十日
　「日本語配慮表現データベース構築に向けて
の現状と展望―科研費研究課題の報告 して―」 『語コミュニケーション 論集』第六号、日本語コミュニケーション研究会
三月二十五日
　
講演「三島由紀夫の『美徳のよろめき』を
読む」 （ 《文学と宗教》研究会 ）
七月八日
　
口頭発表「現代日本語の繰り返し表現―表現形
式と対人的機能の観点から―」 （第十回実用日本語国際会議、国立国語研究所、共著者：小野正樹、牧原功 李
奇楠
)
八月二十六日
　
講演「配慮に満ちた日本語の表現」 （創価
大学夏季大学講座）
十一月四日
　
口頭発表「ポライトネス・ストラテジーにお
ける表現選択の慣習化をめぐって」 （第九回日本語コミュニケーション研究会、筑波大学）
一月～十二月
　
日本語用論学会運営委員・広報委員長とし
て、学会運営、査読等にあたる。
◇山本忠行教授◇三月一日
　「ブックスクウェア『子どもの「
10歳の壁』と
は何か？』 」 （ 『学光』第四十一巻第十号、創価大学通信教育部）
五月七日
　
大学日本語教員養成課程研究協議会の特別研究
会（東京外国語大学）を事務局長として運営
五月二十日
　
大学日本語教員養成課程研究協議会の春季大
会（早稲田大学）を事務局長とし 運営
七月十五日
　
講演「学びを活性化する発問とは」日野国際
友好クラブ
五月一日
　「自立学習入門講座二十二」 （ 『学光』第四十二
巻第二号）
八月六日
　
論文「言語による価値創造を目指して（２）
.
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―談話構成に関する指導と思考力育成―
. 」 （ 『創価大学
通信教育部論集』二十号
　
pp.155-176 ）
九月六日
　
講演「直接法による初期指導について」日野国
際友好クラブ
十月七日
　
講演「動詞の指導をめぐって―『いっぽ
　
にほ
んご
　
さんぽ』を例に―」日野国際友好クラブ
十月三十一日「アフリカにおける言語使用と教育」 （ 『言語
と教育』明石書店
　
pp.120-124 ）
十月
　
学会誌への査読協力『言語政策十四号』日本言語政
策学会
◇守屋三千代教授◇三月九日～十日
　「類型論を視野に入れた『ナル表現』研
究会」を開催。創価大学（科研費基盤研究Ｃ
16K
00217
による）
三月二十日
　
論文「 「ナル表現」をめぐる認知言語学的研
究―類型論を視野に入れて―」日本語日本文学第二十七号
六月二十二日
　
笹川平和財団笹川中東イスラム基金主催ト
ルコ共和国外務大臣来日記念講演会に出席
八月十二日
　
言語の類型論的特徴をとらえる対照研究会に
出席
　
大阪市立大学
八月十九日
　
研究発表「 「ナル表現」研究の新たな試み―
日英対照研究からユーラシアの通言語学的研究へ―」第五回中日韓朝言語文化比較研究国際シンポジウム
　
延辺
大学
八月二十日
　
講演「認知言語学から見た日本語」 「第五回
中日韓朝言語文化比較研究国際シンポジウム
　
延辺大学
九月十六日
　
ワークショップ代表「 『ナル 現』をめぐる
通言語学的研究―日本とユーラシアの『 「ナル表現」 』司会、および研究発表「ユーラシアの「ナル表現」から日本語の「ナル表現」を再考する」 本認知言語学会第十八回全国大会
　
大阪大学
十月七日
　「チュルク諸語における膠着性の諸相―音韻・
形態統語・意味 統合的研究―」アジアアフリカ言語文化研究所主催に出席
十月二十八日
　
講演「 『綜合日語』の理念と今後の課題―
グローバル時代の異文化理解に向けて― 中国大学日本語専攻課程教師研修会
　
杭州外国語大学
十一月十九日
　
言語の類型論的特徴をとらえる対照研究会
に出席
　
大阪市立大学
十二月三日
　
日本語文法学会および編集委員会に参加。四
月より「日本語文法学会」編集委員、 「日中言語研究と日本語教育」編集委員を務める。
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◇山中正樹教授◇二月一〇日
　
編集報告「編集報告【国語教育部門】 」 （ 「日
本文学」七六四号）
七月二日
　
研究展望
　「 「研究動向
 川端康成研究展望
【
2016 ・
1
～
2016･12 】 」 （ 「川端康成学会機関誌『川端文
学への視界」 ）
六月二十四日
　
講演「 「３・
11」と文学
 ―川上弘美「神様」
から「神様２０１１」へ―」 （ 《文学と宗教》研究会、創価大学）
七月十五日
　
研究発表
　「 （夏期研究集会事前討議） 「神様
２０１１」の教材価値をめぐって」 （日本文学協会国語教育部会７月例会、日本文学協会事務所）
八月十二日
　
研究発表
　「 「神様」から「神様２０１１」へ
 
―川上弘美「神様２０１１」の教材価値をめぐって―」（ 「第六十九回日本文学協会国語教育部会夏期研究集会」 、法政第二中学・高等学校）
九月七日
　
研究発表
　「フォーラム（電子掲示板）を活用
した文学教育における授業外での協働学修推進の試み」（教育改革ＩＣＴ戦略大会〈私立大学情報教育協会〉 、アルカディア市谷） ）
十一月
　
論文
　「 「熊の神様」を信じることの意味をめぐっ
て
 ―川上弘美「神様」私論―」 （ 「日文協
　
国語教育」
第四十四号）
一月～十二月、川端康成学会常任理事、および日本文学協
会委員とし 、学会運営・査読等の任に当たる。
◇大塚
　
望教授◇
一月三十日
　
講演「作家と猫―猫を溺愛する作家と猫の出
　
てくる作品を読む―」 （ 《文学と宗教》研究会、創価大学）
三月二十日
　
論文「 「～が数量詞ある」文の考察―ガ格名
詞と数量詞の省略を中心に―」 『創価大学日本語日本文学』第二十七号、創価大学日本語日本文学会
◇山本美紀助教◇二月一日
　
論文「森敦「意味の変容」論―展開される／要
請される理論―」 （ 「解釈」一・二月号
　
第六三巻通巻
六九四集）
二月一八日
　
講演「小説『夜の靴』の登場人物について」
（上郷地区自治振興会・横光利一を顕彰する会
 主催、山
形県鶴岡市上郷コミュニティーセンター）
三月二〇日
　
分担執筆『読めれば楽しい！
 古文書入門』
（潮出版社、小林正博
 編、第二章の執筆を担当）
三月三一日
　
書籍『森敦寄贈資料目録』 （國學院大學
 井上
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明芳准教授との共著、鶴岡市教育委員会
 発行）
五月二〇日
　
口頭発表「再びの物語―
 森敦「月山」と「わ
れ逝くもののごとく」―」 （國學院大學國文學會五月例会、國學院大学）
九月一六日
　
フロアー講座「横光利一と森敦」 （鶴岡市教
育委員会
 主催、鶴岡市立図書館）
